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現
在
、
町
で
は
﹁
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
18
年
に
﹁
水
と
緑
、
人
が
き

ら
め
く　

住
ん
で
み
た
い
町
﹂
を
町
の
将
来
像
と
し
て
定
め
、
策
定
し
た

﹁
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
、
平
成
22
年

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
以
降
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
施
策
や
具
体
的
な
事
業
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て

策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
後
の
町
政
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
大
変
重
要
な
も
の

で
あ
る
た
め
、
そ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
で
暮
ら
し
、
働
く
大
勢
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
こ
の
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
作
業
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
本
年

度
中
に
策
定
し
、
来
た
る
べ
き
新
し
い
時
代
に
向
け
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画
課
窓
口

に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

調査目的　　第五次中井町総合計画後期基本計画の策定にあたり町民の

意見、要望等をこの計画に反映させることを目的に実施。

調査時期　　平成21年９月

調査対象　　町内在住の満20歳以上の男女（2,640世帯）

調査方法　　自治会経由による配付・回収（一部郵送回収）

回収結果　　有効回答数1,710（有効回答率71.7%）

不明不明
5.0%5.0%

6060〜6969歳
　15.0%15.0%

5050〜5959歳
　24.0%24.0%

3030〜3939歳
　15.0%15.0%

ＵターンＵターン
　10.210.2％

　転入　転入
1010年以上年以上
2020年未満年未満
　　　　　　12.012.0％

5.45.4％
5.35.3％

■回答者の居住歴■回答者の年齢

総
合
計
画
と
は
？

　

﹁
総
合
計
画
﹂
を
一
言
で
い
え

ば
、
﹁
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な

計
画
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
、
例
え
ば
、
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
で
は
、
あ
と
○
年
た
っ
た
ら
車

を
買
い
替
え
て
と
か
、
○
年
後
に

は
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
、
○
年
後

に
は
子
ど
も
た
ち
が
就
職
、
結
婚

⋯
、
そ
し
て
自
分
の
老
後
は
⋯
と

い
う
よ
う
に
、
家
族
み
ん
な
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
将
来
の

生
活
設
計
や
資
金
計
画
を
た
て
る

の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
の
町
が
、
私
た
ち
み
ん

な
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
、
よ
り
豊
か
な
住
み

よ
い
町
に
な
る
よ
う
、
長
期
的
な

視
点
に
た
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
を
た
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
﹁
総
合
計
画
﹂
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
実
施
計
画
と
い
う
、
そ

れ
ぞ
れ
長
期
、
中
期
、
短
期
の
三

つ
の
計
画
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

美
・
緑
な
か
い

第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

﹁
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
﹂

後
期
基
本
計
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

不明
5.0%

70歳以上
　12.0%

60〜69歳
　15.0%

50〜59歳
　24.0%

40〜49歳
　28.0%

30〜39歳
　15.0%

20〜29歳 1.0% その他 2.2％

生まれた
時から
　24.8％

Ｕターン
　10.2％

転入20年以上
　　40.0％

　転入
10年以上
20年未満
　　　12.0％

転入5年以上
10年未満 5.4％

転入5年未満

5.3％

調 査 の 概 要
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﹁
住
み
よ
い
﹂
﹁
ま
あ
住
み
よ
い
﹂

の
合
計
が
約
45
％
で
、
﹁
ふ
つ
う
﹂

を
合
わ
せ
た
８
割
近
く
の
人
が
町
の

住
み
心
地
に
大
体
満
足
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
50
才
以
上
や
町
に
長
く

住
ん
で
い
る
人
の
評
価
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
﹁
今
後
も
住
み
続
け
た
い
﹂

と
考
え
て
い
る
人
は
６
割
を
超
え
て

い
る
も
の
の
、
20
歳
代
で
の
み
﹁
住

み
続
け
た
く
な
い
﹂
が
２
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
や
健
康
づ
く
り
、

家
庭
教
育
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
は

満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
商
業
機
能
や
公
共
交
通
機
関
、

情
報
化
、
地
域
医
療
体
制
な
ど
の
施

策
に
対
す
る
満
足
度
は
低
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
度
で
は
地
域
医
療
体

制
の
充
実
や
自
然
環
境
の
保
全
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
重
要
度
が
高
い
と

し
て
い
ま
す
が
、
国
際
化
や
観
光
、

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
施
策
は

低
い
と
し
て
い
ま
す
。
重
要
度
が
高

い
と
し
た
施
策
の
う
ち
、
満
足
度
も

高
い
自
然
環
境
の
保
全
や
学
校
教
育

な
ど
は
、
さ
ら
に
充
実
を
図
っ
て
い

く
一
方
で
、
満
足
度
の
低
い
医
療
や

公
共
交
通
、
商
業
な
ど
の
施
策
は
、

現
在
の
施
策
内
容
の
見
直
し
を
図
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

水
や
緑
な
ど
の

　
　
　

自
然
環
境
の
保
全
・
活
用

高い　←　満足度　→　低い

できればできれば
住み続けたい住み続けたい
　　　　23.723.7％

7.77.7％

まあ住みよいまあ住みよい
　　　　28.028.0％

やや住みにくいやや住みにくい
　　　　16.716.7％

6.76.7％

①−１　町の住み心地

①−２　定住の意向

②−１　施策の満足度

②−２　施策の重要度

実施計画実施計画 基本構想基本構想基本計画基本計画
　向こう３年間を期間として、基本計

画で定めた施策事業を具体的に実施す

るための財政の裏付けをともなった細

部計画です。毎年度、計画の見直しを

行い、修正を加えていく方式で実施さ

れ、毎年度の予算編成の指針となるも

のです。

　基本構想を実現するために実

施する基本的な施策、具体的な

事業の方向を明らかにするもの

で、10年間を５年ずつに分け、

先の５年間を前期基本計画、後

の５年間を後期基本計画として

まとめます。

　基本構想は、　向こう10年間

の中井町のまちづくりの理念

とそれに基づく町のあるべき

姿を明確にし、これを具体化

するための施策の大綱を示す

ものです。

実施計画 基本構想基本計画

②
　

施
策
の
満
足
度
・
重
要
度

①
　

町
の
住
み
心
地

住みよい
　16.9％

まあ住みよい
　　28.0％

ふつう
30.9％

やや住みにくい
　　16.7％

住みにくい 不明 0.8%

6.7％

不明 0.8%

住み続けたい
　　40.4％

できれば
住み続けたい
　　23.7％

どちらとも
いえない
　24.8％

できれば住み続け
たくない

住みたくない 2.6％

7.7％

87.2％

里
山
景
観
の
保
全
・
活
用

78.7％

健
康
づ
く
り
の
支
援

78.7％

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

76.8％

学
校
教
育
の
充
実

74.1％

ご
み
処
理
の
効
率
化
、

　
　
　
　

適
正
化
の
推
進

71.7％

都
市
基
盤

　

整
備
の
推
進

44.2％

行
政
組
織
の

 

適
正
化
の
推
進

42.0％

地
域
医
療

 

体
制
の
充
実

35.5％

地
域
情
報

 

化
の
推
進

29.8％

公
共
交
通

　

機
関
の
充
実
24.1％

商
業
機
能

　

の
活
性
化

18.8％

地
域
医
療
体
制
の
充
実

高い　←　重要度　→　低い

98.3％

地
域
の
生
活
環
境
の
保
全

97.2％

水
や
緑
な
ど
の
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用

96.5％

子
育
て
環
境
の
整
備

96.3％

学
校
教
育
の
充
実

96.2％

公
共
交
通
機
関
の
充
実

94.9％

火
葬
場
・
墓
地
対
策

77.3％

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

76.9％

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

76.3％

交
流
の
場
づ
く
り

75.4％

観
光
・
交
流
事
業
の
推
進

70.7％

国
際
化
の
推
進

62.9％

私たちの中井町がより良い町になるように…
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﹁
住
民
の
声
を
行
政
に
反
映
で
き
る
し

く
み
を
充
実
す
る
こ
と
﹂
が
最
も
多
く
、

次
い
で
﹁
行
政
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

住
民
に
伝
え
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
﹂

﹁
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
直
接
住
民
が
判

断
す
る
﹁
住
民
投
票
制
度
﹂
を
設
け
る
﹂

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
年
代
で
も
、
ほ

ぼ
同
傾
向
に
あ
り
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
行
政
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
住
民

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
し
く
み
や
体

制
、
機
会
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
と
い
え
ま
す
。

　

広
域
的
な
取
り
組
み
と
し
て
必
要
な

こ
と
に
つ
い
て
は
﹁
医
療
・
救
急
体
制

の
連
携
、
高
度
な
医
療
体
制
の
整
備
﹂

が
最
も
多
く
、
次
い
で
﹁
広
域
道
路
網

の
整
備
、
町
域
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
交
通
利
便
性
の

向
上
﹂
﹁
防
災
や
災
害
発
生
時
の
協
力

体
制
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
や
居
住

歴
、
居
住
地
区
に
関
係
な
く
、
同
じ
傾

向
に
あ
り
、
広
域
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
医
療
や
防
災
、
交
通
面
で
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

﹁
現
在
、
町
に
住
ん
で
い
る
若

い
人
た
ち
が
定
住
し
、
子
ど
も
を

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
施
策
を
実
施
す
る
﹂
が

５
割
近
く
で
最
も
多
く
、
次
い
で

﹁
住
宅
地
の
開
発
や
企
業
誘
致
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
、
人
口
を
も

っ
と
増
や
す
﹂
﹁
商
工
業
等
を
振

興
し
、
働
く
人
や
買
い
物
、
観
光

な
ど
で
訪
れ
る
人
を
増
や
す
﹂
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
年
代
で

も
最
多
の
項
目
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
、
そ
の
次
に
取
り
組
む

施
策
と
し
て
は
、
20
、
30
歳
代

で
は
﹁
商
工
業
等
を
振
興
し
、

働
く
人
や
買
い
物
、
観
光
な

ど
で
訪
れ
る
人
を
増
や
す
﹂
、

40
歳
代
以
上
で
は
﹁
住
宅
地
の

開
発
や
企
業
誘
致
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
、
人
口
を
も
っ
と
増

や
す
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
定
住
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
い
う
考
え
が
多
い

よ
う
で
す
。

③
　

住
民
参
加
の
ま
ち

　
　

づ
く
り
に
必
要
な
こ
と

④
　

広
域
的
な

　
　　
　

取
り
組
み

⑤
　

優
先
的
に

　
　

取
り
組
む
べ
き

　
　　
　

人
口
対
策

③　住民参加のまちづくりに必要なこと

④　広域的な取り組み

⑤　人口対策

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画

　

こ
れ
ま
で
本
町
は
、
昭
和
45
年

に
昭
和
55
年
を
目
標
年
次
と
す
る

﹁
総
合
計
画
﹂
を
策
定
し
た
の
を

始
め
、
昭
和
54
年
に
昭
和
60
年
を

目
標
年
次
と
す
る
﹁
新
総
合
計
画
﹂、

昭
和
61
年
に
昭
和
70
年
︵
平
成
７

年
︶
を
目
標
年
次
と
す
る
﹁
第
三

次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
、
平
成
８

年
に
平
成
17
年
を
目
標
年
次
と
す

る
﹁
第
四
次
中
井
町
総
合
計
画
﹂、

そ
し
て
、
平
成
18
年
に
平
成
27
年

を
目
標
年
次
と
す
る
、
現
在
の

﹁
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
に

至
る
ま
で
過
去
５
回
に
わ
た
り
総

合
計
画
を
策
定
し
、
町
勢
発
展
の

た
め
、
各
種
施
策
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

﹁
環
境
基
本
計
画
の
策
定
﹂
や

﹁
井
ノ
口
保
育
園
の
移
転
・
新
築
﹂、

ま
た
現
在
、
推
進
し
て
い
る
﹁
ふ

れ
あ
い
と
交
流
の
里
づ
く
り
事
業
﹂

な
ど
は
﹁
第
五
次
中
井
町
総
合
計

画
﹂
に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
主
要

事
業
の
一
つ
で
す
。

▲総合計画の変遷

住民の声を行政に反映できるしくみを充実
すること

行政の情報をわかりやすく住民に伝え、情
報を共有すること

重要な事項について直接住民が判断する
「住民投票制度」を設けること

町職員の地域担当制を導入し、住民と職員
の対話の機会を増やすこと

自治会などの地域コミュニティの活動を充
実させ、町政に反映すること

町が行う事業や制度の評価を住民が行える
体制を整えること

事業の企画段階から住民が参画できる体制
を整備すること

各種の審議会等の委員を町民から公募する
こと

その他

その他

医療・救急体制の連携、高度な医療体制の
整備

広域道路網の整備、町域を越えたコミュニ
ティバスの運行など、交通利便性の向上

防災や災害発生時の協力体制

高齢者福祉施設等の共同設置、運営

文化・スポーツ施設の広域的な相互利用

ごみ処理施設等の共同運営と適正配置

環境保全問題への広域的な対応

町域を越えて展開される住民活動への支援

現在、町に住んでいる若い人たちが定住し、子どもを
生み育てられる環境をより充実させる施策を実施する

住宅地の開発や企業誘致などを積極的に進
め、人口をもっと増やす

商工業等を振興し、働く人や買い物、観光
などで訪れる人を増やす

現在の人口を維持できる程度に、住宅地の
開発や企業誘致などを進める

子育て世代の転入を促すなど、年齢構成が
若返る取り組みを充実させる

その他

人口の動きについては特に何もしなくてよい

47.4％

43.6％

21.9％

15.6％

15.6％

14.2％

9.5％

4.4％

0.9％

71.6％

32.9％

32.6％

21.1％

6.3％

5.9％

5.8％

3.9％

2.5％

46.7％

15.0％

11.2％

10.3％

8.0％

6.4％

2.5％

【複数回答(2)】

【複数回答(2)】
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﹁
バ
ス
路
線
の
充
実
﹂
が
最
も
多
く
、

次
い
で
　

﹁
保
健
・
医
療
対
策
﹂　﹁
高
齢
者
福

祉
対
策
﹂
﹁
防
災
・
防
犯
対
策
﹂
﹁
商
業
の

振
興
﹂
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代
別

で
は
、
20
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
が
﹁
バ

ス
路
線
の
充
実
﹂
を
第
１
位
に
し
て
お
り
、

60
歳
・
70
歳
代
で
は
﹁
高
齢
者
福
祉
対
策
﹂

が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
20
歳

・
30
歳
代
で
は
﹁
子
育
て
支
援
﹂
も
上
位

に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
、
買
い
物
な
ど
の
生
活
利
便
性
や

医
療
、
防
災
、
子
育
て
な
ど
の
安
心
面
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

整
備
・
充
実
さ
せ
る
べ
き
施
設
と

し
て
は
﹁
商
店
・
ス
ー
パ
ー
﹂
が
最

も
多
く
、
５
年
前
と
比
べ
約
20
％
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
﹁
救
急

医
療
施
設
﹂
﹁
総
合
病
院
﹂
﹁
防
犯
灯

・
街
路
灯
﹂
﹁
高
齢
者
福
祉
施
設
﹂

と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
年

齢
、
居
住
歴
、
居
住
地
区
に
関
係
な

く
、
ほ
ぼ
同
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

70
歳
以
上
で
は
医
療
、
福
祉
関
係
が

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
井
町
の
将
来
の
望
ま
し

い
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
﹁
豊

か
な
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ

た
町
﹂
が
最
多
で
、
次
い
で

﹁
生
活
環
境
が
整
っ
た
快
適

に
住
み
続
け
ら
れ
る
町
﹂﹁
公

共
交
通
機
関
が
便
利
な
町
﹂

﹁
高
齢
者
や
障
害
者
で
あ
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
﹂
﹁
商
店
街
が
整
備
さ
れ
、

買
い
物
に
便
利
な
町
﹂
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
別
で
は
、
20
歳
代
と

60
歳
代
で
﹁
豊
か
な
自
然
環

境
が
保
全
さ
れ
た
町
﹂
が
最

も
多
く
、
30
歳
代
で
は
﹁
安

心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

の
で
き
る
町
﹂
、
40
歳
代
で
は

﹁
公
共
交
通
機
関
が
便
利
な
町
﹂、

50
歳
代
は
﹁
生
活
環
境
の
整
っ

た
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る

町
﹂
、
70
歳
代
は
﹁
高
齢
者
や

障
害
者
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
﹂
が
、
そ
れ
ぞ
れ

最
多
で
、
年
代
ご
と
に
多
少
の

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
、

自
然
を
大
切
に
し
、
利
便
性
や

快
適
性
、
安
心
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
望
ま
れ
て
い
る
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バス路線の充実

保健・医療対策

高齢者福祉対策

防災・防犯対策

商業の振興

子育て支援対策

自然環境の保全

道路の整備

雇用機会の確保

農業の振興

商店・スーパー

救急医療施設

総合病院

防犯灯・街路灯

高齢者福祉施設

温水プール

歩道・信号機等

物産館・直売所

下水道

図書館

豊かな自然環境が保全された町

生活環境の整った快適に住み続けられる町

交通機関が便利な町

高齢者や障害者であっても、安心して暮らせる町

商店街が整備され、買い物に便利な町

災害や犯罪のない安心して暮らせる町

安心して子どもを育てることのできる町

若い人たちが多く活気のある町

健康的に暮らせる安らぎのある町

多様な就業の場がある活気のある町

第
五
次
中
井
町
総
合
計
画

　
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

近
年
の
本
町
を
と
り
ま
く
社
会

経
済
情
勢
は
急
速
に
変
容
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
人

々
の
価
値
観
も
ま
す
ま
す
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な

か
、
現
在
の
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

は
新
た
な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
直
面

し
て
お
り
、
い
ま
町
に
と
っ
て
は
、

そ
う
し
た
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
計
画
で
あ
る
﹁
第
五

次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
の
前
期
基

本
計
画
は
、
そ
の
計
画
期
間
が
本

年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
﹁
第
五

次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
の
基
本
構

想
や
前
期
基
本
計
画
の
推
進
状
況

等
を
踏
ま
え
、
新
た
な
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
、
社
会
の
変
化
や
時
代

の
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ

た
、
新
た
な
基
本
計
画
、
﹁
第
五

次
中
井
町
総
合
計
画
﹂
の
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

⑥
　

今
後
、　
力
を

　
　　

入
れ
る
べ
き
施
策

⑦
　

整
備
・
充
実

　
　

さ
せ
る
べ
き
施
設

⑧
　

望
ま
し
い
町

　
　　

の
イ
メ
ー
ジ

⑥　今後、力を入れるべき施策 （上位10位）

⑦　整備・充実させるべき施設 （上位10位）

⑧　将来の望ましい町のイメージ （上位10位）
37.7％

36.3％

33.8％

33.2％

30.9％

23.0％

21.2％

15.7％

13.7％

8.8％

37.5％

32.2％

27.4％

20.2％

17.3％

12.0％

12.0％

7.6％

7.5％

7.1％

31.1％

28.1％

27.2％

14.4％

13.6％

12.8％

11.5％

10.1％

10.0％

9.9％

【複数回答(3)】

【複数回答(3)】

【複数回答(3)】

企
画
課
　

政
策
班

　

☎(

蕀
蔗)

蔗
蔗
蔗
蔘

問
合
せ
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多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
を

い
た
だ
き
、
町
政
に
携
わ
っ
て
か

ら
２
期
８
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

８
年
間
に
お
い
て
、
﹁
町
民
と
の

対
話
﹂
を
念
頭
に
﹁
人
づ
く
り　

道
標
づ
く
り　

魅
力
づ
く
り
﹂
を

柱
と
し
て
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
小
児
医
療
費

の
助
成
対
象
年
齢
の
拡
大
を
は
じ

め
、
井
ノ
口
保
育
園
移
転
新
築
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
、

砂
口
南
が
丘
線
等
の
幹
線
道
路
網

の
整
備
、
さ
ら
に
は
、
中
井
町
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
中
井
町

が
誇
れ
る
、
お
い
し
い
水
と
緑
豊

か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
、
生
活
環
境
の
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が

自
然
と
融
合
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

着
実
か
つ
精
力
的
に
町
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
方

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜

と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

現
下
の
経
済
状
況
は
、
世
界
同

時
不
況
の
影
響
が
長
引
き
、
一
部

に
持
ち
直
し
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

雇
用
情
勢
の
悪
化
、
購
買
力
の

低
下
、
デ
フ
レ
な
ど
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
多
く
、
依
然
、
厳
し
い

状
況
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
、
歳
入
の
大
宗
を
な
す
税
収

は
、
経
済
状
況
を
反
映
し
、
大

幅
な
減
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、

社
会
保
障
費
や
扶
助
費
の
増
大

は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

物
件
費
、
普
通
建
設
費
等
に
お

い
て
は
、
不
要
不
急
の
経
費
の

削
減
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
、
優
先
性
、
緊
急
性
を
踏

ま
え
た
予
算
の
効
果
的
・
効
率

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本

町
の
特
性
を
育
む
、
子
育
て
・

健
康
・
福
祉
そ
し
て
環
境
政
策

に
重
点
を
置
き
、
き
め
細
か
く

行
き
届
い
た
行
政
運
営
を
念
頭

に
、
２
期
目
の
任
期
の
最
終
年

度
と
し
て
、
ま
た
、
第
五
次
中

井
町
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、
計

画
に
掲
げ
る
五
つ
の
基
本
目
標

を
中
心
に
事
業
展
開
を
図
り
、

町
の
将
来
像
で
あ
る
﹁
水
と
緑
、

人
が
き
ら
め
く　

住
ん
で
み
た

い
ま
ち
﹂
の
実
現
に
向
け
、
町

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
さ
ま
方
の
格
段
の
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成22年度当初予算額は、68億2,892万円で、前年度と比べ、0.2％

の減となっています。このうち、一般会計分は、39億5,800万円で、前年度

より0.4％の減となっています。限られた財源をより効果的・効率的に活用

するための予算編成に努めました。

　私たちの町のお金（予算）の使いみちをお知らせします。

（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）（新年度予算がスタート）

平成22年度

予算のあらまし
町民一人ひとりが
力を発揮するまち

町の最上位計画としての第五次

中井町総合計画の後期基本計画

（平成23年度〜平成27年度）

を策定します。

町民生活の利便性の向上、質の

高い行政サービスを提供してい

くために、行政の枠を超えた広

域的な連携や、地域間の交流事

業の推進に努めます。

＜平成22年度会計別予算額＞

会 計 名 22年度予算額 21年度予算額 比　較 伸　率

一 般 会 計 39億5,800万円 39億7,300万円 △1,500万円 △0.4

＊町税収入2.2%の増　＊水源環境整備により、農林水産業費21.3％の増

国民健康保険
特 別 会 計

12億703万円 10億8,524万円 12,179万円 11.2

第五次中井町総合計画
後期基本計画策定事業

＊一般会計からの繰入金１億1,811万円、特定健康診査・特定保健指導を実施

4,289千円

老 人 保 健
特 別 会 計

132万円 323万円 △192万円 △59.3

（新年度予算がスタート）

＊一般会計からの繰入金121万円、平成20年４月より後期高齢者医療制度に移行

介 護 保 険
特 別 会 計

5億8,946万円 5億8,791万円 155万円 0.3

広域連携・地域間交流事業

＊一般会計からの繰入金１億598万円、保険給付費3.3％の増

後期高齢者医療
事業特別会計

8,118万円 8,916万円 △797万円 △8.9

218千円

事務事業、行政組織等多面的な

視点で住民目線に沿った検証を

行い、効率的な行財政運営の指

針となる行政改革大綱の策定を

行います。

行政改革策定事業
52千円

＊一般会計からの繰入金7,626万円、平成20年４月より後期高齢者医療制度が開始

下水道事業
特 別 会 計

6億437万円 6億5,791万円 △5,354万円 △8.1

＊一般会計からの繰入金3億9,200万円、北窪地区の整備を実施

3億8,756万円 4億4,813万円 △6,057万円 △13.5水道事業会計
（企業会計）

＊一般会計からの繰入金1,530万円、水道事業認可変更申請、老朽管の随時更新

合　　計 68億2,892万円 68億4,458万円 △1,566万円 △0.2

施 政 方 針

〜　中井町総合計画前期基本計画の総仕上げの年　〜

中井町長

尾 上 信 一
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人にやさしい
街づくり事業

北田地内における歩道設
置整備を行い、歩行者の
安全を確保します。

18,500千円

竹灯篭の夕べ事業

地域住民と行政の協働の
取り組みとして、厳島湿
生公園を舞台に開催しま
す。竹灯篭と源氏蛍の幽
玄な光が園内を演出し、
見る人の心をなごませま
す。

400千円

里山農業体験事業

年間を通じて、栽培から
収穫までの一連の農作業
を体験することにより、
大地の恵みを楽しみなが
ら、心のゆとりと潤いを
提供する農業体験事業を
行います。

482千円

生活道路改良事業

町道台田線・内具子線・
引地線の道路改良工事を
引き続き実施するととも
に、新たにやまゆり園線
・仲尾線等の工事を実施
します。

76,000千円

水源の森林づくり事業

地下水の環境保全を図るため、除伐・間伐等
の林内整備を実施します。

23,579千円

住宅用太陽光発電
設備設置費補助事業

クリーンエネルギー利用
支援として、住宅に太陽
光発電設備を設置した方
に、補助を行います。

3,500千円

厳島湿生公園周辺
散策路整備事業

厳島湿生公園の魅力をさ
らに高めるため、散策路
の延長、案内板や休憩用
ベンチの設置を行います。

20,000千円

情報学習の充実事業 情報化社会に適応し、
情報活用能力を育成す
るため、パソコンを使
用した情報学習を行い
ます。また、電子黒板
等の機器を活用し、子
どもたちの学習意欲を
高めるとともに、授業
の改善と情報教育の充
実を図ります。

青少年交流体験
研修事業

１市４町１村の中学生を
対象とした船上生活体験
や、青少年を対象とした
キャンプを通じ、豊かな
人間性の形成を図ります。

621千円

19,627千円

外国人講師設置事業

生きた外国語にふれなが
ら、豊かな語学感性と国
際感覚を育み、国際理解
を深めるため、外国人指
導助手を配置します。

9,644千円

小児医療費助成事業

小児にかかる医療費を、
小学校修了時まで助成し
ます。また、対象年齢を
中学校修了までに拡大し、
さらなる子どもたちの健
全な成長の支援を図りま
す。

健康づくりプラン
策定事業

生涯にわたり、健やかで
自分らしく生き生きと暮
らせる健康余命の伸びを
助長し、健康な町づくり
を推進するための計画を
策定します。

1,171千円放課後児童健全
育成事業

小学校1年生から3年生
で放課後留守家庭の児童
を対象に生活の場を与え、
健全育成に努めます。ま
た、今年度より開設時間
の延長と土曜日の開所に
よりさらなる子育て支援
の充実を図ります。

16,961千円

30,400千円

福祉送迎サービス事業

通院・通所・買い物等を
行う上で、移動が困難な
高齢者や障害者に対し、
送迎サービスを行います。

5,810千円

子ども手当支給事業

次代を担う児童の健全育
成・資質の向上を目的に、
中学校修了までの子ども
を対象に、今年度におい
ては月額１万３千円の手
当を支給します。

187,755千円

地域防災計画策定事業

神奈川県地震被害想定調
査の結果を基に、町の地
域防災計画の大幅な見直
しと、防災マップ等の作
成を行います。

3,686千円

消防施設整備事業

消防・防災活動に重要な
役割を担う消防車両を更
新します。

18,519千円

主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な主な事業事業と予算予算主な事業と予算
・・・・・　水と緑、人がきらめく　住んでみたいまち　・・・・・

にぎわいと活力のあるまち

環境と共生するまち

豊かな人間性を育むまち

安心して暮らせるまち
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●平成22年度末見込現在高の内訳

中央公園建設分 10億4,196万円

教育施設建設分 2億6,585万円

保育園・福祉センター建設分 2億5,107万円

その他 2億　918万円

●平成22年度末見込現在高の内訳

財政調整のため 6億9,017万円

公共施設建設のため 1億9,272万円

地域福祉のため 3,608万円

その他のもの 2,099万円

町民税町民税
8億8,8188,818万円万円

33.533.5％

固定資産税固定資産税
1616億6,6956,695万円万円

62.862.8％

物件費物件費
7億4,1854,185万円万円

18.7%18.7%

　 補助費等補助費等
4億6,8836,883万円万円

11.9%11.9%

普通建設事業費普通建設事業費
3億1,4121,412万円万円

7.9%7.9%

公債費公債費
3億7,5797,579万円万円
9.5%9.5%

繰出金繰出金
6億4,1554,155万円万円

16.3%16.3%

総務費総務費
6億2,1922,192万円万円

15.7%15.7%

民生費民生費
1010億3,2103,210万円万円

26.1%26.1%

予算総額　予算総額　3939億5,8005,800万円万円一 般 会一 般 会 計一 般 会一 般 会 計

30億

25億

20億

15億

10億
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

12億

11億

10億

9億

8億

借入金 年度末現在高の推移

私たちの町の借金は？

積立金 年度末現在高の推移

私たちの町の貯金は？

＜町税の内訳＞ ＜歳出の内訳（性質別）＞
※町の経費を、性質（人件費、物件費など）によって分類したものです。※町税は、町の歳入の根幹として、67.0％を占めています。

※町の経費を、行政の目的（総務費、民生費など）に分類したものです。歳 出

歳 入

一 般 会 計 予算総額　39億5,800万円

予備費 5,000万円  1.3%砂利採取税  480万円  0.2％

町民税
8億8,818万円

33.5％

固定資産税
16億6,695万円

62.8％

軽自動車税
2,061万円 0.8％

町たばこ税 7,128万円 2.7％

人件費
9億706万円

22.9%

物件費
7億4,185万円

18.7%

維持補修費
2,114万円 0.5%

扶助費  4億1,658万円 10.5%

　 補助費等
4億6,883万円

11.9%

普通建設事業費
3億1,412万円

7.9%

公債費
3億7,579万円
9.5%

積立金　
408万円 0.1%

投資等
1,700万円

0.4%

繰出金
6億4,155万円

16.3%

その他 8,350万円 2.1%

農林水産業費
1億3,477万円

3.4%

町税 26億5,182万円 67.0%

各種交付金 2億3,300万円 6.0%

国・県支出金 4億8,047万円 12.1%

分担金・負担金 5,057万円 1.3%

使用料・手数料 6,638万円 1.7%

繰入金 1億4,726万円 3.7%

繰越金 1億円 2.5%

予備費等
5,030万円

1.3%

公債費
3億7,579万円

9.5%

教育費
3億5,733万円

9.0%

消防費
2億566万円

5.2%

土木費
7億4,861万円

18.9%

商工費
4,990万円

1.3%

議会費
8,900万円

2.2%

総務費
6億2,192万円

15.7%

民生費
10億3,210万円

26.1%

衛生費
2億9,262万円

7.4%

町債 1億円 2.5%地方譲与税 4,500万円 1.1%

9億1,443万円

9億734万円

11億2,919万円

10億8,315万円

9億3,996万円

27億9,575万円

25億9,411万円

22億9,390万円

19億8,417万円

17億6,806万円
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　自営業の人や退職者などの医療費を給付する会計です。

　加入者の収入などにより保険税を出し合い、病気やけがを

したときの医療費をはじめ、出産一時金や葬祭費等の費用を

一部負担します。

　支出のうち、約81.1％は、保険給付費と後期高齢者支援

金への繰出金が占めています。

　平成20年４月より後期高齢者医療制度に移行したことに

伴い、医療給付費については、平成20年３月診療以前の給

付費を見込み、前年度対比△59.3％で計上しました。

　75歳以上の方の医療費を給付する会計です。

　保険料の軽減等の拡充措置が行われたため、前年度より

8.9％の減を見込んでいます。

　下水道事業は、快適で衛生的な生活環境づくりと下水道の

持つ役割を重視しながら面整備を進めています。22年度は、

引地線、中谷橋付近、秦野二宮バイパス沿い等6.6haの面整

備を行います。

　65歳以上の方や40歳以上65歳未満の方で、特定の疾病で

介護や支援が必要と認定された方が利用した介護サービスに

対し保険給付する事業です。

　高齢者の方が住み慣れた地域において、安全で安心した生

活が送れるよう「介護予防を重視」した地域支援事業の充実

を図ります。

　そのため、地域支援事業費においては前年度より5.1％の

増を見込んでいます。

　皆さまのご家庭に水道水を届けたり、施設の建設や改良に

必要な費用は水道料金によって賄われています。

　近年の水需要は、節水意識や機器の普及等により、減少傾

向にありますが、水の安定供給を図る観点から、老朽施設の

耐震診断等を実施してまいります。

　町には、一般会計と区分して特定の目的のために設

けられた特別会計と水道事業のための公営企業会計が

あります。これらの会計は特定の収入を特定の支出に

充てるため、会計ごとの「独立採算」が基本となって

います。

町債町債
8,8108,810万円万円

下水道整備費下水道整備費
1億6,4786,478万円万円

総務費総務費
8,4118,411万円万円

負担金負担金・
使用料使用料

8,0948,094万円万円

後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
6,4136,413万円万円

国・県支出金国・県支出金
5151万円万円

町繰入金町繰入金
2020万円万円

介護保険料介護保険料
1億3,1513,151万円万円

町繰入金町繰入金
1億599599万円万円

支払基金交付金支払基金交付金
1億6,0546,054万円万円

その他その他
1億3,7663,766万円万円

国民健康保険税国民健康保険税
3億1,0921,092万円万円

前期高齢者前期高齢者
交付金交付金

3億500500万円万円

その他その他
1億3,2133,213万円万円

特 別 会特 別 会 計特 別 会特 別 会 計特 別 会 計

企 業 会企 業 会 計企 業 会企 業 会 計企 業 会 計

国民健康保険特別会計
予算総額　12億703万円

歳
入

歳
入

歳
出

歳
出

老人保健特別会計
予算総額　132万円

歳
入

歳
出

後期高齢者医療事業特別会計
予算総額　8,118万円

下水道事業特別会計
予算総額　6億437万円

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

介護保険特別会計
予算総額　5億8,946万円

水道事業会計
収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

営 業 収 益

営業外収益

特 別 利 益

営 業 費 用

営業外費用

負　担　金

建設改良費

企業債償還金

特 別 損 失

予　備　費

2億6,864万円

321万円

1万円

1億8,446万円

7,073万円

1,530万円

3,052万円

9,876万円

10万円

300万円

国民健康保険税
3億1,092万円

後期高齢者支援金
1億2,411万円

保険給付費
8億5,441万円

総務費
2,467万円

その他
1億3,766万円

前期高齢者
交付金

3億500万円

療養給付費等交付金
6,501万円

国・県支出金
2億7,033万円

町繰入金
1億1,811万円

介護納付金
5,657万円

保健事業費
1,514万円

その他
1億3,213万円

介護保険料
1億3,151万円

その他
530万円

その他
200万円

町債
8,810万円

公債費
3億5,348万円

町繰入金
3億9,200万円

下水道整備費
1億6,478万円

国・県支出金
3,803万円

総務費
8,411万円

負担金・
使用料

8,094万円

その他
41万円

広域連合納付金
7,626万円

町繰入金等
1,705万円

総務費
451万円

後期高齢者医療保険料
6,413万円

支払基金交付金
61万円

医療諸費
121万円

国・県支出金
51万円

その他
11万円

町繰入金
20万円

その他
277万円

その他
818万円

町繰入金
1億599万円

地域支援事業費
1,479万円

支払基金交付金
1億6,054万円

保険給付費
5億2,915万円

国・県支出金
1億8,865万円

総務費
3,734万円

企画課　財政班　☎（81）1112　問合せ



広報なかい　2010.4.1 10

　

川
の
汚
れ
の
原
因
の
８
割
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
に
よ

る
も
の
で
す
。
お
わ
ん
一
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す
る
た
め
に
は
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風
呂
６
杯
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の
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で
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な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
川
に
は
自
然
の
浄
化
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
毎
日
の
暮
ら
し
か
ら
そ
れ

以
上
の
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ま
す
。
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共
下
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は
、
生
活
排
水
を
処
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、
元
の
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れ
い
な
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て
川
へ
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、
川
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海
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ま
す
。

　

町
で
は
、
大
切
な
資
源
で
あ
る
地
下
水
の
水
質
を
守
る
と
と
も
に
生
活
環
境
の
改
善
と
公

共
用
水
域
︵
河
川
・
水
路
等
︶
の
水
質
保
全
の
た
め
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
１
日
︵
木
︶
か
ら
供
用
開
始
す
る
区
域
は
、
北
田
・
遠
藤
・
半
分
形
・
井
ノ

口
の
一
部
で
す
。
区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
町
指
定
排
水
設

備
工
事
店
に
工
事
の
申
し
込
み
を
行
い
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

北田自治会館

半分形
自治会館

旭橋

宮向橋

井ノ口
駐在所

さがみ
信用金庫

上中橋

ゲート
ボール場

下
水
道

下
水
道
に
接
続
接
続
で
き
る
区
域
区
域
が
拡
大
拡
大
さ
れ
ま
し
た 
下
水
道

下
水
道
に
接
続
接
続
で
き
る
区
域
区
域
が
拡
大
拡
大
さ
れ
ま
し
た 

〜
下
水
道
に
接
続
し
て
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

下
水
道
に
接
続
し
て
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜 
〜
下
水
道
に
接
続
し
て
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

下
水
道
に
接
続
し
て
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜 

平成22年4月1日供用開始区域図 

〜
下
水
道
に
接
続
し
て
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜 

下
水
道
に
接
続
で
き
る
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た 

問
合
せ 

上
下
水
道
課
　
業
務
班　
☎

（
蕀
蔗
）
蔬
蕣
蓴
蔬 

な
ぜ
公
共
下
水
が
必
要
か 

※上記以外の区域の方には、個別にお知らせします。

北田・遠藤

半　分　形

井ノ口　清太ヶ谷

井ノ口　下猪分

供用開始区域 

北田自治会館

半分形
自治会館

旭橋

宮向橋

井ノ口
駐在所

さがみ
信用金庫

上中橋

ゲート
ボール場
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受
益
者
分
担
金
、
負
担
金
と
は

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
は
、
台
所
な
ど
の
生
活
排

水
を
衛
生
的
に
排
除
で
き
、
浄
化
槽
が
な
く
て
も
ト
イ
レ
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
区
域
外
と
比
べ
て
土
地
の
利
用
価
値
も
上
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
整
備
に
よ
り
恩
恵
を
受
け
る

人
た
ち
の
こ
と
を
受
益
者
と
い
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
道
路
や
公
園
と
違
い
、
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
方

し
か
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
建
設
費
を

す
べ
て
町
で
負
担
す
る
と
、
未
整
備
の
区
域
の
方
と
の
間
に
不

公
平
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
受
益
者
に
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
負
担
の
公
平
を
図
り
、
下
水

道
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
の
が
﹁
受
益
者
分
担
金
制
度
﹂
、

﹁
受
益
者
負
担
金
制
度
﹂
で
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
市
街
化
区
域
を
対
象
と
し
、
全
て
の
土

地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
受
益
者
分
担
金
は
、

市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
宅
地
︵
建
物
の
敷
地
︶
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

受
益
者
分
担
金
、
負
担
金
を
納
付
す
る
方
は

　

下
水
道
を
利
用
す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
用
開
始
と

な
っ
た
年
度
か
ら
、
３
年
間
の
分
割
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
負
担
は
一
度
限
り
で
す
。

　

今
年
度
対
象
と
な
る
の
は
、
４
月
か
ら
新
た
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
右
記
の
区
域
図
内
の
土
地
の
所
有
者
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
４
月
下
旬
に
町
よ
り
﹁
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
﹂
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
期
限

内
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
申
告
書
等
に
基
づ
き
、
５
月
下
旬
に
﹁
納
付
書
﹂

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
最
初
の
納
期
限
は
６
月
30
日
︵
水
︶
で
す
。

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
次
の
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す

①
く
み
取
り
便
所
は
水
洗
便
所
に

　

く
み
取
り
便
所
は
、供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
便

所
に
改
造
し
、公
共
下
水
道
へ
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止

　

汚
水
は
下
水
処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

排
水
管
や
そ
の
他
の
排
水
施
設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
し

尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
公
共
下
水
道
へ
直
接
接
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
生
活
排
水
も
公
共
下
水
道
へ

　

台
所
、
洗
面
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
も
排

水
設
備
を
設
置
し
て
、
公
共
下
水
道
へ
流
入
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
︵
※
雨
水
は
公
共
下
水
道
へ
接
続
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
従
来
ど
お
り
の
対
応
と
な
り
ま
す
。︶

■
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
助
成
制
度

　

排
水
設
備
の
設
置
費
用
が
大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

町
で
は
供
用
開
始
と
な
っ
た
日
か
ら
下
水
道
へ
接
続
し
、
か
つ

一
定
条
件
を
満
た
し
た
方
に
対
し
て
次
の
助
成
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
本
年
度
よ
り
接
続
向
上
を
図
る
た
め
、
奨
励
金
制
度

を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

◎
無
利
子
貸
付
制
度

　

無
利
子
に
て
工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
融
資

は
町
内
金
融
機
関
︵
郵
便
局
を
除
く
︶
で
受
け
ら
れ
、
貸
付
限

度
額
は
50
万
円
、
償
還
期
間
は
３
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

　

◎
奨
励
金
制
度

　

供
用
開
始
と
な
っ
た
日
か
ら

・
１
年
目
以
内
の
工
事　

５
万
円
︵
前
年
度
ま
で
３
万
円
︶

・
２
年
目
以
内
の
工
事　

２
万
円

・
３
年
目
以
降
の
工
事　

１
万
円
︵
前
年
度
ま
で
３
年
目
以
内
︶

※
二
つ
の
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
　

排
水
設
備
の
設
置
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
町
が
指
定
す
る
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、
工
事
の
ほ
か
必
要
書
類
の
作
成
や
町

へ
の
手
続
き
も
代
行
し
ま
す
。
な
お
、
工
事
が
終
了
す
る
と
町

が
工
事
完
了
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
下
水
道
指
定
工
事
店
の
一
覧
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
⇦
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︶

　

排
水
口
か
ら
残
飯
や
油
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
等
の
異
物
を
流
す

と
、
下
水
管
が
つ
ま

る
原
因
や
、
下
水
処

理
場
の
機
能
低
下
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

水
切
り
ネ
ッ
ト
や

油
凝
固
剤
等
を
利
用

す
る
な
ど
し
ま
し
ょ

う
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル

を
守
り
、
下
水
道
を

大
切
に
使
い
、
町
の

自
然
環
境
を
維
持
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

川
や
海
が

川
や
海
が

　

き
れ
い
に
な
り
ま
す

　

き
れ
い
に
な
り
ま
す

家からの排水はすべて
下水道に流れます。

下
水
道

下 水 処 理 場
汚水をきれいな水に
処理して川へ放流

川
や
海
が

　

き
れ
い
に
な
り
ま
す

区
域
内
に
土
地
を
お
持
ち
の
方

区
域
内
に
建
物
を
お
持
ち
の
方

■
　

下
水
道
事
業
受
益
者
分
担
金
、
ま
た
は
負
担
金
の

　
　

お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す

下
水
道
を
大
切
に
使
う
た
め
に
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２
月
27
日
︵
土
︶
、
井
ノ
口
公
民
館
で
、
町
主
催
に

よ
る
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
元
平
塚
市
職
員
の
杉
山
鎮
夫
氏
を
お
招
き
し
、
大

地
震
が
発
生
し
た
時
の
行
動
や
備
え
な
ど
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、
初
動
体
制

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
各
ご
家
庭
で
の
防
災

対
策
と
、
自
主
防
災
会
︵
地
域
︶
の
力
が
必
要
で
あ

る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
︵
月
︶
、
あ
た
た
か
い
日
差
し
の

下
、
中
村
保
育
園
で
﹁
じ
ゃ
が
い
も
植
え
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
食
育
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
始
め
に
園
長
先
生
か

ら
植
え
方
を
教
わ
り
、
じ
ゃ
が
い
も
植
え
に

挑
戦
。
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
園
児
た
ち
で

し
た
が
、
﹁
お
お
き
く
な
ー
れ
﹂
と
い
い
な

が
ら
、
土
の
布
団
を
か
け
て
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
６
月
に
は
、
お
い

し
く
育
っ
た
じ
ゃ
が
い

も
を
使
っ
て
、
み
ん
な

で
カ
レ
ー
作
り
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

楽
し
み
で
す
ね
。

　

３
月
８
日
︵
月
︶
、
中
村
保
育
園
で

園
児
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
神
奈

川
県
警
と
松
田
警
察
署
か
ら
警
察
官

４
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
始
め
に

映
画
を
見
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
楽

し
く
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
外
に
出
て
横
断
歩

道
を
渡
る
練
習
を
し
、
﹁
横
断
歩
道

で
は
左
右
を
よ
く
見
る
こ
と
﹂
や

﹁
道
路
へ
の
飛
び
出
し
は
し
な
い
こ

と
﹂
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

年
長
さ
ん
は
、
４
月
か
ら
新
一
年

生
と
な
り
ま
す
。
事
故
や
け
が
の
な

い
登
下
校
と
な
る
よ
う
、
地
域
や
ご

家
庭
み
ん
な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
ま
し
た

中
井
町
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

中
村
保
育
園
で 
﹁
交
通
安
全
教
室
﹂ 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
ま
し
た

中
井
町
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの話題

右見て  左見て  もう一度右見て  さあ渡ろう

これでいいのかなぁ… 土をかけて  早く大きくなーれ

中
村
保
育
園
で 
﹁
交
通
安
全
教
室
﹂ 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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３
月
１
日
︵
月
︶
、
井
ノ
口
小
学
校
で
、

１
年
生
を
対
象
に
﹁
昔
遊
び
発
表
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
授

業
の
一
環
と
し
て
、
昔
遊
び
を
通
じ
て

地
域
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
２
回
の
練
習
を
経

て
、
こ
の
日
の
発
表
会
を
迎
え
、
遊
び

を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
︵
昔
遊
び
名
人
︶
の
前
で
、

お
手
玉
、
コ
マ
、
け
ん
玉
、
あ
や
と
り
、

め
ん
こ
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
上
達
ぶ
り
に
、
名
人

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
時
折
、
拍
手
や
歓

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
全
員
か
ら
、

手
紙
と
、
折
り
紙
で
作
っ
た
メ
ダ
ル
が

名
人
た
ち
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
現
代
、
昔

の
よ
う
に
、
子
ど
も
と
お
年
寄
り
が
い

っ
し
ょ
に
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
、

交
流
の
場
が
増
え
、
世
代
間
交
流
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

蝶
よ
ぎ
り
水
に
笑
窪
の
生
れ
け
り

山

口

清

山　

啓
蟄
や
今
車
庫
を
出
る
始
発
バ
ス

池
田
ミ
ツ
子　

春
の
海
写
眞
と
り
た
く
な
り
に
け
り

早
野
光
村
子　

春
風
の
田
よ
り
入
り
く
る
庁
舎
か
な

石

黒

雅

風　

畦
道
の
や
わ
ら
ぐ
日
射
し
犬
ふ
ぐ
り

大

野

英

峰　

町
な
か
の
穀
倉
地
帯
う
ら
ら
か
に

大

澤

嘉

子　

花
見
頃
い
ま
ど
の
あ
た
り
雲
が
ゆ
く

須
藤
喜
美
代　

吾
が
米
寿
祝
い
て
庭
の
梅
咲
け
り

加

藤

涼

風　

待
ち
遠
し
蕾
ふ
っ
く
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

中

村

初

江　

チ
ャ
ル
メ
ラ
の
遠
退
い
て
よ
り
冴
返
る

長
谷
川
昭
二　

三
月
や
梢
紅
さ
す
木
の
す
き
間野

中

由

実　

春
泥
や
溜
り
水
に
も
風
あ
そ
ぶ岩

渕

和

信　

三
月
の
風
に
乗
り
く
る
子
等
の
声

多
田
て
る
夫　

若
人
の
世
界
の
祭
典
老
い
我
も
思
は
ず
拳
に

力
の
入
る

舟

川

春

子　

た
ま
さ
か
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
逢
ひ
た
り

雉
に
野
う
さ
ぎ
蕗
の
と
う
数
多新

谷
美
千
代　

声
か
け
て
頭
な
で
く
る
る
散
歩
の
人
に
犬
の

ム
ッ
ク
は
嬉
し
げ
に
寄
る

石

田

好

江　

八
千
の
マ
イ
ワ
シ
の
群
く
ね
り
泳
ぐ
水
族
館

に
海
鳴
り
ひ
び
く

山
本
三
矢
子　

荒
れ
し
ま
ま
の
庭
に
僅
か
な
色
添
ふ
る
房
咲

水
仙
の
花
の
遅
早

池

谷

久

子　

あやとりあやとり

け
ん
玉

け
ん
玉

コマコマお手玉お手玉

め
ん
こ

め
ん
こ

昔
遊
び
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

昔
遊
び
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

俳句・短歌　募集

作品（漢字にはフリガナ）・住所・

氏名・電話番号を明記し、毎月月

末までに郵送または持参してくだ

さい。なお、応募多数の場合、掲

載できないことがあります。

　　〒259−0197

　　中井町比奈窪56

　　中井町役場　企画課　情報班

俳　
　

句

短　
　

歌

俳　

句
・
短　

歌

昔
遊
び
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

あやとり

け
ん
玉

コマお手玉

め
ん
こ

申

え
く
ぼ

こ
ぶ
し

き
じ

あ
ま
た

お
そ
は
や
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▽対象建築物

昭和56年５月31日以前に、建築確認通知等を受けて在来軸組工法によ

り建築された一戸建て住宅で、一定の要件を満たす木造住宅。

▽木造住宅耐震改修工事等への補助

木造住宅の耐震改修工事等に要した経費の２分の１（上限50万円）

▽木造住宅耐震診断費への補助

耐震改修工事等に活用できる耐震診断に必要とする経費の３分の２

（上限４万円）

▽固定資産税および所得税の控除

耐震改修を行い、一定の条件を満たした場合に控除が可能となります。

※その他、「対象建築物の一定要件」等に係る詳細は、町のホームペ

ージをご覧ください。

　町では、地震に対する建物の安全性の向上と、町民の皆さんの生命、財産を守ることを目的として、平成22年

３月に中井町耐震改修促進計画を策定しました。また、木造住宅の安全性を確保するため、基礎、柱、梁、筋交い、

耐力壁の補強、軽量化のための屋根の葺き替え等の耐震補強工事等に対して補助制度を実施しています。

　　http://www.town.nakai.kanagawa.

jp/forms/info/info.aspx?info_id=6445

耐震改修工事等の補助制度を活用す

る場合は、必ずまち整備課で事前相

談を受けてください。

　　まち整備課管理計画班

　　Ԡ（81）3901

　

町
で
は
、
中
井
町
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
21
年
12
月
に
は
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、
平
成
22
年
２
月

に
、
役
場
敷
地
内
に
急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
走
行
中
に
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
電
気
自
動
車
の
普
及
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
図
り
、
安
心
し
て
電
気
自
動
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
︵
木
︶
か
ら
当
分
の

間
、
﹁
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
﹂
を
一

般
の
方
に
無
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
こ
の
急
速
充
電
器
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
自
動

車
の
場
合
、
30
分
間
で
約
80
％
の
充
電
が

可
能
で
す
。

■
日　

時　

４
月
１
日︵
木
︶〜
当
分
の
間

　
　
　
　
　

平
日
・
土
日
祝
日
の

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
場　

所　

中
井
町
役
場
敷
地
内

　
　
　
　
　

︵
下
図
参
照
︶

■
利
用
料　

無
料

■
問
合
せ　

総
務
課
管
財
班

　
　
　
　
　
　

☎︵
８
１
︶１
１
１
１

操作は操作は
簡単！簡単！

電気自動車電気自動車 を設置しましたを設置しました

木造住宅耐震改修工事等補助制度

電気自動車急速充電器急速充電器急速充電器を設置しました
急
速
充
電
器
を
無
料
開
放
し
ま
す

操作は
簡単！

コネクターを
差し込み　➡

スイッチON！➡

①

②

③

役　場

本庁舎

改善センター

保健福祉

センター
郷土

資料館

車 庫

設置場所
⇩

車 

庫

問
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＝日時 ＝場所 ＝申し込み ＝問い合わせ時 場 申 問

納期限は4月30日（金）です。

○国民健康保険税　第１期分

○上下水道使用料　２・３月分

○保育園保育料　４月分

○幼稚園保育料　４月分

○学童保育利用料　４月分

※口座振替をご利用の方は、納期限

が振替日です。

井ノ口公民館図書室　Ԡ（81）3311

成人書

◇寂滅の剣　　　　　　（北方謙三）

▼セシルのもくろみ　　　（唯川恵）

◇身命を惜しまず　　　　（津本陽）

児童書

◇さくらの下のさくらのクラス

　　　　　　　　　　　（宮川ひろ）

◇わたしが国家について語るなら

　　　　　　　　　　　（松本健一）

◇四角いクラゲの子【絵本】

　　　　　　　　　　　（今江祥智）

改善センター図書室　Ԡ（81）3907

成人書

◇のはなしに　　　　　（伊集院光）

◇夜光の階段　　　　　（松本清張）

◇ロマンス小説の七日間

　　　　　　　　　　（三浦しをん）

児童書

▲オレのカミがた、どこかへん？

　　　　　　　　（きたむらさとし）

◇ごきげんのわるいコックさん

　　　　　　　　　（まついのりこ）

◇ファッションガールズ２

　　　　　　　　（ケリーマケイン）

　　４月20日（火）　9：00～11：00

　　中井町役場２階町長応接室

内容／町政に関する意見や相談

　　　４月13日（火）までに総務課管理

班　Ԡ（81）1111へ。

　幼稚園、小・中学校など教育に関

する相談をお受けします。教育課で

は次年度（平成23年度）小学校入学予

定児に関する相談も承ります。また、

Ｅメールでも相談を受け付けます。

　　ϱ教育課学校教育班　Ԡ（81）3906

　　　　kyouiku@town.nakai.kanagawa.jp

　　ϲたんぽぽ教室（井ノ口公民館内）

　　　Ԡ（80）0080

　　　　tanpopo@town.nakai.kanagawa.jp

　２月９日に実施した飲料水水質検

査の結果は、すべて水質基準に適合

していました。詳細は、町のホーム

ページか下記へお問い合わせくださ

い。

　　上下水道課業務班

　　Ԡ（81）3903

　５月１日～５日は、ごみ処理施設

（足柄東部清掃組合）が休業のため、町

内全地区のごみの収集はありません。

　そのため、中村・境地区については

次のとおり一部収集日を変更します。

○中村・境地区

【燃えるごみ】

　４月29日（木・祝）→４月30日（金）

【カン】

　５月５日（水・祝）→５月７日（金）

※詳しくは、お手持ちの「ごみ収集

カレンダー」をご覧ください。

　　環境経済課環境班Ԡ（81）1115

　平成22年度固定資産税の第１期分

の納期は次のとおりです。

　第１期納期限　５月31日（月）

※納税通知書は５月７日ごろ発送し

ます。

　　税務課資産税班　Ԡ（81）1113

　水道事業は、皆さまにお支払いい

ただく水道料金で賄われています。

　水道料金は水道を利用するすべて

の方に負担していただくものですの

で、納期限までに納めてください。

　　上下水道課業務班　Ԡ（81）3903

　転出する際は、上下水道料金の精

算が必要です。転居の５日前までに、

下記へご連絡ください。連絡をいた

だかないと、転居後も引き続き基本

料金がかかってしまいますのでご注

意ください。

　　上下水道課業務班　Ԡ（81）3903

今月の納付

今月の新着本

ごみ収集日の変更

固定資産税 （第１期分）
納期の変更について

水道料金のお支払いは
お済みですか？

引越しの時は
必ず届出が必要です

飲料水水質検査　　　結果

案　内案　内

町長相談

教育相談

相　談相　談

時

場

申問

問

問

問

問

問

問
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＝ホームページアドレス ＝メールアドレス

　　５月28日（金）　9：00～17：00

　　※受付は8：40～

　　足柄上合同庁舎別館２階Ａ会議室

　　足柄上郡開成町吉田島2489番地２

（※できるだけ公共交通機関をご利

　用ください。）

定員／40名（定員になり次第締め切り）

　　４月19日（月）～５月21日（金）の

9：00～17：00（土・日・祝祭日は除く）

に足柄消防組合消防本部２階予防課

へ直接。

費用／1,000円（テキストおよび諸経費）

持ち物／写真２枚（縦３cm×横2.5cm）

その他／郵便、電話およびFAX等に

よる申し込みは不可。

　　足柄消防組合消防本部予防課

　　Ԡ（74）6663

　　南足柄市怒田40番地１

　がん検診・結核検診を受診するには、

申込ハガキで事前の予約が必要です。

　昨年受診された方で、まだお手元

に届いていない方や、今年新たに受

診を希望される方は、下記へご連絡

ください。

　　　ϱ６月１日（火）・18日（金）

　　　　保健福祉センター

　　　ϲ６月15日（火）・22日（火）

　　　　井ノ口公民館

　※いずれも完全予約制です。

負担金／胃がん800円、大腸がん400

円、肺がん100円、結核は無料。な

お、平成23年３月31日現在70歳以上

の方および生活保護世帯の方は無料。

対象／胃がん・大腸がん・肺がん：

40歳以上、結核：16歳以上

その他／昨年まで実施していた、健

診等予定調査は実施しません。

　　　４月14日（水）までに子育て健康

課健康づくり班Ԡ　（81）5546へ。

　麻しん（はしか）排除を目的とし

て、中学１年生（第３期）、高校３

年生（第４期）に相当する年齢の方

を対象に定期の予防接種を実施しま

す。※通常、麻しん風しん混合ワク

チンの接種です。

今年度対象者／第３期：平成９年４

月２日～平成10年４月１日生まれ

の方　第４期：平成４年４月２日～

平成５年４月１日生まれの方

※対象となる方には、麻しん風しん

予防接種予診票等を送付しましたの

で、内容をご確認の上、接種を受け

てください。

接種場所／足柄上郡・南足柄市・小

田原市・秦野市・平塚市・二宮町・

大磯町内の医療機関。詳しくは、下

記へお問い合わせください。

費用／無料（平成23年３月末まで）

　　子育て健康課健康づくり班

　　Ԡ（81）5546

　契約のトラブル、悪質商法など消

費生活に関する相談は、南足柄市消

費生活センターの窓口のみで対応し

ていましたが、町でも４月より消費

生活相談窓口を開設しました。一人

で悩まずお気軽にご相談ください。

　　４月１日より毎週木曜日

　　開設時間　9：30～17：15

　　中井町役場環境経済課

費用／無料　　　不要

　　環境経済課経済班　Ԡ（81）1115

【上記以外の相談窓口】

　　南足柄市消費生活センター

　　開設時間　月～金曜（※木曜を除く）

　　9：30～16：00　Ԡ（71）0163

　　消費者ホットライン

　　Ԡ　0570（064）370

※土・日・祝祭日を含め、年末年始

を除いて原則毎日利用できます。

　　　ϱ４月15日（木）　9：30～11：30

　　　　井ノ口公民館2階研修室

　　　ϲ４月30日（金）　9：30～11：30

　　　　保健福祉センター３階工作室

費用／無料　内容／子ども、青少年、

高齢者、障がい者、生活、福祉など

に関する相談。身近な法律相談も受

け付けます。（秘密厳守）

※ϲは「電話心配ごと相談　Ԡ（81）

2261」も開設します。

　　中井町社会福祉協議会

　　Ԡ（81）2261

相　談相　談

講　座講　座
乙種防火管理講習会

麻しん風しん予防接種

がん検診・結核検診

健　康健　康

消費生活相談窓口を開設

心配ごと相談
広 告

時場

時場

時

場

時

場

場

場

申問

問

問

問

問

申

申
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＝日時 ＝場所 ＝申し込み ＝問い合わせ時 場 申 問

　町内在住または在勤の方で、下記の入居資格に該当する方を対象に、町

営住宅の入居者を募集します。

　詳しくは、募集のしおりをご覧ください。

募集戸数／１戸　募集期間／４月１日（木）～４月15日（木）（土・日・祝日

を除く）8：30～17：15　入居時期／平成22年６月１日（予定）

入居資格／低所得者（収入基準あり）、町内在住または在勤、国税・地方税

および公共料金に滞納がなく、現在住居に困窮している方。

　　申込書に必要事項を記入の上、申し込み内容に応じた書類を添付して、

本人またはご家族の方が福祉介護課窓口へ持参。（代理の方および郵送に

よる提出は不可。）　※申込書および募集のしおりは福祉介護課で配布。

【町営住宅概要】

　　中井町比奈窪140（中村保育園となり）　構造／簡易耐火構造２階建て

　建築年／昭和56年　間取り／３LDK　駐車場／なし

　　福祉介護課福祉推進班　Ԡ（81）5548

　中井町武道振興会剣道部では、剣

士を募集しています。やさしい先生

が丁寧に教えてくれますので、初心

者でも大丈夫！また、剣道に再挑戦

したい一般の方も大歓迎です。さぁ、

あなたも剣道を始めてみませんか。

まずは見学・体験から。お気軽にお

問い合わせください。

　　毎週火曜・木曜日

　　小学生以下　19：00～20：30

　　中学生以上　19：00～21：00

　　農村環境改善センター多目的ホール

内容／初心者は、基本所作や竹刀の

扱い方から指導します。

対象／年長から一般　

会費／小学生：2,500円／月　中学生

：9,000円／年　高校生以上：無料

　　　野地　Ԡ（81）1279へ

　楽しいお話の紙芝居や絵本の読み

聞かせを聞いたり、折り紙で遊びます。

　　４月17日（土）　10：20～11：00

　　井ノ口公民館図書室

活動団体／おはなしたまてばこ

　　井ノ口公民館　Ԡ（81）3311

募　集募　集 剣士募集
町営住宅の入居者

催　し催　し
みんなあつまれ！
「おはなし会」

町 営 住 宅 間 取 り 図 N

１階 ２階

浴室
2.0畳

台所
3.0畳

和室
6.0畳

洗面所　1.0畳

玄関
1.5畳

トイレ
1.0畳

押入

和室
6.8畳

和室
6.8畳

押入

押入

廊下 吹き抜け

広告募集中！　　　　企画課情報班　☎（81）1112✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦ ✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦✦申問

広 告

申問

時

場

時

場

場

問

問

申



世帯と人口　平成22年３月１日現在 (前月比)

世帯数　3,357世帯 (−１)　男　5,053人 (−16)
人　口　 10,015人 (−27)　女　4,962人 (−11)

古紙パルプ配合率100%再生紙を使用 

編集・発行／中井町役場企画課 
〒259－0197　神奈川県足柄上郡中井町比奈窪56 
☎　0465－81－1112　FAX　0465－81－1443
　 kikaku@town.nakai.kanagawa.jp 
　 http://www.town.nakai.kanagawa.jp/

　子ども安全パトロー

ル員は、子どもたちの

登下校時の安全確保や

不審者の犯罪行動防止

のため、　平成18年に発

足しました。現在、町

では、子ども安全パト

ロール員を随時募集しています。地域の防犯

活動に興味のある方、散歩の合間などに子ど

もたちを見守っていただける方、ご応募をお

待ちしています。

●応募方法

　役場２階総務課にご来庁ください。「氏名」

「住所」を確認の上、パトロールの際の携行

品等をお渡しします。

　　総務課　防災交通班　☎（81）1111

①子どもたちの登下校時間帯

　の見守り、あいさつなどの

　声かけを中心に、子どもた

　ちの安全を守る活動をして

　いただきます。

②ボランティア活動のため報

　酬等はありません。

③パトロールの際の携行品（べスト・腕章・笛・帽

子）は町からの貸与品です。子どもたちからパト

ロール員であることが分かるように、必ずベスト

等を着用していただきます。

④子どもたちの登下校時間帯を中心に活動していた

　だきますが、自分のできる時間・活動できる地域

　（場所）でのパトロールで結構です。

⑤町でボランティア保険に加入します。活動中に万

　一負傷した場合、保険金が支給されます（当事者

　の故意による事故等については対象外です）。

　３月12日（金）から14日（日）の３日間、長野県の白

馬岩岳スキー場で、町青少年指導員連絡協議会主催の

「中学生ふれあいスキー&スノーボード教室」が開催

されました。初日は、あいにくの悪天候となりました

が、みんなの願いが通じたのか２日目は晴天に恵まれ

ました。

　参加した23名の中学

生は、それぞれのグループに分かれ、イン

ストラクターから指導を受けました。

　初心者の生徒たちは、まずはスキー・ス

ノーボードに慣れることからスタート。

　最初は緊張してぎこちなかった子たちも

メキメキと上達し、最終日には白銀の世界

での滑走を気持ちよさそうに楽しんでいま

した。

中学生スキー&スノーボード教室 
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　員とは？

随時募集中

問

ひとりごと 

中学生スキー&スノーボード教室 

●４月。桜の花とともに、ピカピ
カの１年生の姿を目にする季節と
なりました。我が家でも、長女が
ついこの間入学式を迎えたと思っ
たら、もう２年生…月日がたつの
と同時に年をとるのも早いなぁと
感じる今日この頃です。●さて、早
いもので広報担当になり１年がた
ちました。取材で町内各所を回り、
この１年間、今まで以上に写真を
とる枚数が増えました。そして、も
う一つ増えたものと言えば、ウエ
スト周りのぜい肉ですかねぇ（笑）
●４月は、いろいろな面で身のま
わりの環境が変わる時期。広報も
少しずつ紙面を変えていきたいと
思います。　でも、　その前に、　まずは
体内環境を変えなくては…　（H)


